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環境目標 4 地球にやさしい 循環するまち 

行動方針 12 ごみを少なくする 

 

■数値目標 
指標 1 人 1 日当たりごみ排出量【指標-20】 担当課 くらし環境課 

指標の定義 ごみ総排出量÷人口÷365 日 

数
値
目
標 

策定時 2015 724ｇ/人・日 
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1人1日当たりごみ排出量【指標-20】

実績 目標

 

現状値 2018 683ｇ/人・日 

最終目標 2021 695ｇ/人・日 

評価 Ｂ 80～100％未満の達成 

現状コメント 順調に減少していましたが、平

成 30 年度は微増となっていま

す。目標は達成しています。 

 
指標 再資源化率【指標-21】 担当課 くらし環境課 

指標の定義 （直接資源化量+施設処理による資源化量）÷総ごみ処理量×100 

数
値
目
標 

策定時 2015  23.5％ 
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再資源化率【指標-21】
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現状値 2018 24.1％ 

最終目標 2021  29.1％ 

評価 Ｂ 80～100％未満の達成 

現状コメント 平成 30 年度は増加しています

が、紙市場の景気が良いため、

多くの紙類が民間で流通して

います。 

 
指標 生ごみ処理機器補助基数（累計）【指標-22】 担当課 くらし環境課 

指標の定義 平成 5年度以降、助成を行った生ごみ堆肥化容器及び生ごみ処理機の基数（累

計） 

数
値
目
標 

策定時 2015 1,153 基 
 

1,057 1,075 1,089 1,116 1,132 1,153 1,173 1,190 1,204 
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現状値 2018 1,204 基 

最終目標 2021 1,390 基 

評価 Ｂ 80～100％未満の達成 

現状コメント 申請件数は横ばいです。すべて

生ごみ処理機の申請であり、た

い肥化容器の申請はありませ

んでした。 
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■町の施策 （●：重点プロジェクト） 

12-1 ごみ減量に向けた総合的な施策の検討  
○ 一般廃棄物処理基本計画の策定時には、廃棄物減量等推進審議会を設置し、町民・事業者と

の連携がとれた実現性の高い施策の検討などを行います。 

[順  調] ごみの出し方便利帳を改定するため、廃棄物減量等推進審議

会を開催し、検討を行いました。 

【くらし環境課】 

 

12-2 ごみの発生抑制（リデュース）の推進  
○ レジ袋削減に関する協定の締結やマイバッグの持参、簡易包装、グリーン購入の推進など、

ごみの減量につながる販売・購入スタイルを普及するとともに、協定締結店舗の増加を目指

します。 

[順  調] 町内でマイバッグ無料配布中止の協定を締結している店舗か

ら実績報告を受け、成果を町ホームページに掲載しました。 

【くらし環境課】 

○ 水切りの徹底、生ごみ処理機器への補助、EM ぼかしを使った生ごみ処理の推進代替への支援、

他市町の事例研究などにより、生ごみの減量を推進します。 

[概ね順調] 食べきり動画や広報で水切りの徹底を啓発しました。生ごみ

処理機器への補助申請件数は、横ばいとなっています。 

【くらし環境課】 

○ ごみの排出にかかる公平性の確保、ごみ処理経費の負担軽減を図るため、生活系直接搬入ご

みの有料化を検討します。 

[遅れ気味] 一般廃棄物処理基本計画において、ごみの有料化について検

討しました。 

【くらし環境課】 

○ 適正処理の指導、多量排出者への減量化計画の作成指導、木屑処理機を利用した再資源化・

バイオマスエネルギーとしての活用などにより、事業系ごみの減量を促進します。  

[順  調] 事業系ごみは、ごみ質調査の継続により安定してきています。

木屑は、一部をおが粉として処理しています。 

【くらし環境課】 

○ 庁内の文書や町が配布する資料は、電子媒体を活用することにより、ペーパーレス化の推進

を図ります。 

[概ね順調] 庁議においては、タブレットを使用しています。庁内の連絡

調整については、庁内メールを使用するなどして、ペーパー

レス化を推進しています。 

【くらし環境課】 

○ 展開検査の頻度を高めたり、再資源化が可能な品目について受け入れを制限するなどにより、

直接搬入ごみの減量を推進します。 

[順  調] 展開検査台を設置し、定期的に展開検査を実施しました。（許

可、委託、直接搬入） 

【くらし環境課】 

 

12-3 ごみの再利用（リユース）・再資源化（リサイクル）の推進  
○ フリーマーケット・バザーの開催支援、不用品活用バンクの利用促進など、再利用を促進す

るイベントの支援やしくみづくりを行います。 

[概ね順調] 不用品活用バンクの申込状況をホームページに掲載し、町民

に周知しました。 

【くらし環境課】 

○ 集団回収や店頭回収を奨励します。 

[遅れ気味] 廃油の集団回収に支援を行いました。 【くらし環境課】 

○ 廃食用油の廃油ステーション増設の検討や、剪定枝などの再資源化を推進します。 

[遅れ気味] 廃油回収ステーションは検討しましたが、適切な場所がなく、

設置していません。 

【くらし環境課】 
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○ 広報などを活用した堆肥の活用方法の紹介や、堆肥の回収、流通ルートの検討など、生ごみ

の堆肥化の推進を図ります。 

[概ね順調] 生ごみ処理機の補助金について、チラシや広報により周知し

ました。 

【くらし環境課】 

○ 家電 4品目の適正処理を PR し、小型家電の回収及び再資源化を図ります。 

[順  調] 令和元年度より、パソコンや携帯電話について、焼却場への

直接持ち込みにより回収を行います。 

【くらし環境課】 

 

12-4 ごみに関する普及啓発・調査研究  
○ アルミ缶回収や地域清掃活動、焼却場等への社会科見学、出前講座など、学校教育との連携

による意識啓発をします。 

[順  調] 町内 3 小学校の 4 年生が焼却場や埋立場の見学に来ました。

要望により 2件の出前講座を開催しています。 

【くらし環境課】 

○ 広報や出前講座、生涯学習講座などを活用し、町民・事業者への情報提供と意識啓発を図り

ます。 

[順  調] 広報において、ごみの出し方のワンポイントコーナーで情報

提供しました。出前講座については、2回開催しました。また、

ごみの分別アプリを導入し啓発しています。 

【くらし環境課】 

○ イベントやキャンペーン・ごみ処理施設の見学による意識啓発を図ります。  

[概ね順調] 小学校以外の施設見学の申込はありませんでした。 【くらし環境課】 

○ 「廃棄物減量等推進審議会」の運営や廃棄物に関するデータの収集・蓄積などにより、ごみ

の減量・再資源化に向けた総合的な施策の検討を行います。 

[順  調] 廃棄物減量等推進審議会において、改定するごみの出し方便

利帳の内容について検討を行いました。 

【くらし環境課】 

 

  
ごみの出し方便利帳 展開検査台 

 


